
様式３ 

学校番号

　

評価（総合）

項目ごと
の評価

学校関係者評価委員会からの意見

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

Ⅰ.豊かな心や健やかな体の育成　　　　　①時を守り、場を清め、礼を正す生徒を保護者とともに育てる　　　　　　②自己有用感やコミュニケーション力を高め、他者を思いやり良好な人間関係が築ける生徒を育てる
Ⅱ.新しい学力観に立った学習指導の推進　①確実な学び直しを土台として学力を伸長させる　　　　　　　　　　　　②「主体的・対話的で深い学び」の推進と観点別評価の充実
Ⅲ.キャリア教育を生かした進路保障　　　①総合学科としてのキャリア教育を全教職員が共通理解のもと実践する　　②キャリア教育を反映した自己実現100％達成を目指す
Ⅳ.地域に密着した学校づくりの推進　　　①全職員で本校の特長を共有し、その良さを地域に発信していく　　　　　②生徒が志を持ち、地域や社会に貢献できる力を養う

・特になし

・厳しい予算状況であるが、効果的･効率的な執行に取り組み
　学校教育の充実に努める。 A

・適正に業務を執行されている。

創立110周年事業の効果的、効率的な運営を行う。 A

評価項目以外のものに関する意見

事務部 教育環境の整備と周年行事の運営
予算を適切に配分執行して、学校教育を推進する環境づくりに努める。 A

A A

A

・9月以降の出席率と考査の平均点の低下について改善させる
　指導が必要である。
・年次として課外受講方針や模試の受験計画を定めておらず、
　個人任せの部分が目立った。

A
・3年生の指導の結果が希望進路の実
現に表れている。

進路を決定する確かな力の定着 進路実現に向けた確かな学力の定着を図り、豊富な情報力を兼ね備えた上で、納得した進路決定をする。 B

日々の善行に心掛け、創造性や独創性を育む 人や社会の役に立つ喜びを芽生えさせ、奉仕の精神を養う。また、豊かな発想力を持ち、式典行事の準備に取り組む。 A

B

３年次

社会人基準の基本的生活習慣を確立 社会の仕組みに関心を持ち、１８歳成年になる準備をする。また、期限から逆算して計画を立てる能力の向上を図る。 A

A

A A

・進路に合わせた学力の定着、推薦入試に対応した面接指導
　や小論文指導を徹底する。
・最上級生としてのリーダーシップや協調性、創造性を育成
　する。

A
・最上級生となり下級生を引っ張って
ほしい。

ミドルリーダーの育成 クラス運営や行事を通して、リーダーシップ・協調性・応用力の育成を図る。 A

具体的な進路選択と進路別学力の定着・向上 家庭学習ノートを活用し、進路に合わせた学力の定着・向上を図る。

B

・生徒主体での手帳活用・ルーブリック評価のための手立て
　を検討する。
・課外･模試の意識付けや情報提供の在り方を検討する。 B

・理想と現実のギャップで評価はＢと
されているようなので、今後の指導に
期待する。社会人基礎力のﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価を通じた主体性の涵養 社会人基礎力育成のためのﾙｰﾌﾞﾘｯｸを手帳に綴じさせ、年に４回以上それを用いた目標立て・振り返りを実施する。 B

110周年記念行事を通した、本校生徒としての自覚と誇りの涵養 月に１回行われる集会の前後にホームルームで担任からも講話を行い、本校生徒としての自覚と誇りを涵養する。 A

年
次

１年次

手帳活用を通じた自己管理能力の育成 週に１回以上ホームルームにて手帳の時間を設け、生徒が手帳を活用できるよう働きかける。 B

B

２年次

自発的な基本的生活習慣の確立 意欲的に学校生活を送るために、自発的な２分前・５分前行動や手帳指導を行う。 A

学校Webサイトの情報を整理し、月５回以上の更新をする。 A

A生徒の課題研究と連携して、SNSやYouTubeを活用した広報活動を実施する。 B

中学生、保護者、地域への正しい情報発信 ターゲットになる中学校や学習塾を明確にして、計画的な広報活動を実施する。 A

各教科の広報担当者と連携して、体験入学や出前授業の内容を充実させる。 A

A

A

・式典関連は、前年の実施形式をベースとしながら、その時
　点での感染症対策を配慮した式典形式を企画・検討する。
・避難訓練を充実させ、また生徒教員ともに全教室から２方
　向の避難経路を確認しておく。
・職員室・給湯室・各準備室の荷物管理および整理を促す。
・PTA企画を実施できる企画を検討していく。
・生徒主体でSNSを使用した学校の広報活動を行い、体験入学
　で生徒がいきいきと活動する様子をアピールする。
・広報のターゲットを明確にし、スクールガイドﾞを広く配布
　する。

A

・体育祭、周年行事、卒業証書授与式
と行事が実施できよかった。

職員室内のクリンリネス(整理･整頓･清掃)を呼びかけ徹底する。また、各期末に荷物整理を促す。 A

PTA各種委員会活動を充実した内容とするため、早めの企画と1か月以上前の案内を徹底する。 B

同窓会の活動をサポートし、生徒の学校生活をより良いものにしていく。

B

教
育
企
画
部

庶務課

学校行事の円滑な実施 感染症対策を心掛けながら、他分掌と協力し、110周年としての学校行事を企画運営する。 A

ＰＴＡおよび同窓会活動の充実
A

広報課

インターネットを通した広報活動の充実

キャリア
教育課

生徒の進路決定に資するキャリア教育の実践

１年次は「産業社会と人間」を通して、なりたい自分や進路選択に必要な力を学ばせる。 A

A２年次は「総合的な探究の時間」を通して、将来設計に必要な情報を主体的に収集できる力を育成。 A

３年次は「総合的な探究の時間」を通して、卒業後の社会や地域への関りを学ばせる。 A

キャリア教育で学んだことが、生徒の進路実現や生きる力に結び付くようにする。

学年に応じた丁寧な指導と社会人として必要な資質の育成

就職内定率100%を達成し、就職決定までの努力、および決定後の学校生活を疎かにしない態度を育成する。 A

A授業や講座、およびガイダンス等を通して職業観・勤労観の育成を図る。 A

高卒求人及び公務員試験の特徴を生徒・保護者に周知し、進路選択の幅を広げる。 B

A

A

・大学入試における総合型選抜や学校推薦型選抜の情報を進
　学指導課で整理して先生方や生徒に還元し、個々に適切な
　受験方法を探し、国公立大学や難関私立大学への合格者を
　増やす。学力向上のための課外授業も充実させる。
・進路ガイダンスに国公立大学や難関私立大学を招いて、生
　徒に情報提供の場を設ける。
・就職指導は、勤労観や職業観の育成を第一に重視し、面接
　指導及び筆記試験対策にも力を入れたい。
・公務員希望者の場合、学校設定科目の授業が必ずしも進路
　に直結しない現状があり、外郭団体や上級学校の協力も必
　要と考える。
・キャリア教育が生徒の進路実現や社会貢献に結び付くよう
　な講演会や学校内外の活動を行っていきたい。
・キャリアパスポートの充実を図り、計画的に記入日を設け
　て進路実現に繋げていく。全学年のキャリア教育とその活
　動に関し、教員への周知を徹底していきたい。

A

・生徒自身が望む進路をかなえられて
いるようで福岡魁誠高校は地元の誇り
である。今後も一層学力と部活動を併
せた指導をお願いしたい。

模試の実施及び分析を通して、受験に対応できる学力と受験に向かう態度の育成する。 A

総合型選抜や推薦入試など、生徒の個に応じた受験方法を模索し、個別の対策から進学の可能性を高め希望進路の100％の実現を目指す。 A

課外授業やガイダンスの充実から、生徒が学びに向かう態度を身に付け、進学後も持続できる学習態度を育成する。

A

進
路
部

進学
指導課

生徒の進路実現のための取り組みの充実

進路探求ができるように、多様な進路先を考えることができるガイダンスの実施を図る。 A

B

教員一人一人が入試制度に関しての見識を広げ、情報の充実を図る。 B

就職
指導課

情報の共有化と健康相談活動の充実 スクールカウンセラー事業の充実、学校医との連携、専門的な情報提供の場を設ける。 A

A定期的にケース会議を実施し、生徒の情報を年次間で速やかに共有する場を積極的に設ける。 B

学校安全と学校環境の整備 緊急時の連絡体制の整備及び周知、最新情報の収集と感染予防の徹底・啓発を行う。 A

日々の清掃活動の充実。その中で学校設備の点検を定期的に行い、安全・安心して生活できる環境を整える。

A

A

・全校朝礼はコロナ禍の影響もあり放送での実施となったが
　課長の講話や部活動の大会結果報告等熱心に聞き入る生徒
　の姿が見られ、効果があったと感じている。
・登下校中の自転車単独事故が数件あり、次年度も自転車安
　全教室を実施し、交通ルールを遵守する意識を高める。
・配慮を要する生徒やスクールカウンセラー面談希望者が増
　加し、受診に繋がるケースや専門医等に受診を勧められた
　際には、担任や分掌が協力し情報共有を図り、ケース会議
　や共有ツールを新たに備える。また、カウンセラーの配当
　時間追加など、PTA予算を活用していく。

A

・自転車の安全教育と合わせて公共交
通機関の利用マナー教育も引き続きお
願いしたい。
・ＳＮＳの普及により、相手の気持ち
を推し量ることや物事を自分事として
捉え対処する力が弱くなっているよう
に感じる。人間関係形成能力の育成と
相手を思いやる力を身に付け、人との
縁を大切にし、自分自身を顧みるよう
な生徒の育成をお願いしたい。

その場に応じた制服の着こなし、清々しい挨拶をする習慣を身につけさせ、福岡魁誠高校生らしい立ち振る舞いができるよう指導していく。 A

登下校中の自転車単独事故0件を目指し、登下校指導・安全教育を徹底して行っていく。 B

人間関係形成能力を高め、場に応じた態度や行動選択ができる生徒を育てる。

授業公開週間で全職員の参観を推進するため、研究授業を５回以上組み込み若手・中堅教員の授業力向上を目指す。 A

生
徒
部

生徒
指導課

基本的生活習慣の確立 全校朝礼を月１回程度実施し、110周年記念行事に向け学校全体の統率力を養っていく。 A

安全教育の充実及び社会性の育成
A

保健課

研究
研修課

「新たな学び」を目指した授業研究 教員と生徒のICT活用能力向上と「主体的・対話的で深い学び」につながる研修内容を充実させる。 A

A授業アンケートを７月に実施し、結果を全教員で共有し早期に授業改善及びICT活用推進を目指す。 A

校内研修の充実と研究授業実施及び参観の促進 本校の課題に対応する校内研修や全職員対象のICT研修を年３回実施し、校内で講師を務める教員の育成を図る。 A

A

AICT機器の貸出簿の簡略化や管理方法について整備を行い、ICT機器を利用しやすい環境をつくりだす。 A

図書館貸出数の増加 図書館便りを定期的に発行し、図書館や本について周知し、快適な図書館環境を作る。 A

生徒図書委員会の全体における活動を充実させ，図書館貸出数の前年比10%増めざす。 A

A

・新しい教育課程になり、校務支援システムへの入力方法な
　どが大きく変わったため，細かく入力方法を提示したい。
・次年度からの本格的な一人1台タブレットの運用に向け、
　本校の実態に合ったICT活用に関する運用方針を示す。
・タブレットケースなど、ICT機器の保守・管理をしていく
　ための周辺機器が揃っておらず、早急に対応をする。
・図書委員会の活動が図書館来館のきっかけとなるような活
　動を計画し、本に触れ合う機会を増やす。
・生徒に対しGoogle Formsを使った授業ｱﾝｹｰﾄを行った結果、
　教員と生徒のICT利活用と「主体的･対話的で深い学び｣と
　の高い関連性が数値に表れ昨年度より授業改善が進んだと
　考えられる。
・研究授業が多く行われ、ICTを活用した事例が各教員に浸
　透した。保護者への授業公開も検討していきたい。

A

・ＩＣＴ教育は小・中学校で先に始
まっているようで、大勢の前で発言が
できない生徒の支援になっているとも
聞いている。先生方の研修が大変だと
思うが、ぜひ力を入れていただきた
い。

生徒の現状の学力に相応した授業を展開し、基礎学力の向上を図るとともに単位未修得者０を目指す。 B

入学から卒業までの学校教育活動全体を見通した効果的なキャリア教育を確立させる。 A

総合学科としての本校の特色ある教育活動を活かし、生徒の希望進路100％実現を目指す。 A

学
事
部

教務課

基礎学力の定着 出席率98.5％以上、出席皆勤者280名以上を目標とし、達成に向けて継続的に努める。 B

B
キャリア教育の視点に立った教育活動の充実

情報
図書課

ICT活用の推進 生徒用学習パソコンや大型提示装置について適切な規定の作成や利用検証を行い、オンラインの利用促進やICT活用の推進に繋げる。

地域に密着した学校づくりの推進
全職員で本校の特長を共有し、その良さを地域に発信していく

生徒が志を持ち、地域や社会に貢献できる力を養う

具体的目標 具体的方策 評価（3月） 次年度の主な課題

　令和３年度は、コロナ禍の１年間であった。授業計
画、学校行事等変更せざる得なかったが、教職員と生徒
が一丸となり感染予防に努め、この難局を乗り越えるこ
とができた。来年度も早め早めの予防に努めていきた
い。
　令和４年度は創立１１０周年（福岡魁誠高校としては
２０周年）というアニバーサリーなので、生徒には本校
の「歴史と伝統」の重みを感じとらせると同時に未来に
向かって発展に結びつくような周年行事の成功を目指し
たい。

豊かな心や健やかな体の育成
時を守り、場を清め、礼を正す生徒を保護者とともに育てる

自己有用感やコミュニケーション力を高め、他者を思いやり良好な人間関係が築ける生徒を育てる

新しい学力観に立った学習指導の推進
確実な学び直しを土台として学力を伸長させる

「主体的・対話的で深い学び」の推進と観点別評価の充実

キャリア教育を生かした進路保障
総合学科としてのキャリア教育を全教職員が共通理解のもと実践する

キャリア教育を反映した自己実現100％達成を目指す

学　校　運　営　計　画　（４月） 評価(総合)

　
　自己評価は

　A　：　適切である

　B　：　概ね適切である

　C　：　やや適切である

　D　：　不適切である

学 校 運 営 方 針
「豊かな心や健やかな体の育成」「基礎学力の定着」「キャリア教育の充実」を柱に総合学科の特徴を生かした教育内容を通して生徒一人一人の夢の実現に向け、必要となる確か
な学力と豊かな人間性を育み、キャリア発達を促す学校教育を推進します。

A A

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

令 和 ４ 年 度 学 校 評 価 書 （ 実 施 段 階 ）
福岡県立福岡魁誠高等学校

自　己　評　価 学校関係者評価
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